
　
　
　
香
典
返
し

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

編集後記
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、確
定
申
告
な
ど
で
、所
得
税
法
と
地
方
税
法
の「
寄
附
金
控
除
」が
で
き
ま
す
。

（
※
12
月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

皆
さ
ん
、
今
月
の
広
報
を
読
ま
れ
て
何
か
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
？
実
は
・
・
・
編
集
担
当
が
代
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
ま
し
て
、
1
月
号
か

ら
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、「
Ａ
」

で
す
。
突
然
の
登
場
で
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
前
任
の
「
み
」

さ
ん
が
築
い
て
き
た
広
報
紙
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
、
少
し
ず
つ
個
性
を
出
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
編
集
で
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
A
）

▽
定
府
町
　
　
　
　
　
　
　
　古
家
太
郎
　
　
　
　亡
父
　久
　
　
　
　
　
　
　  

（
九
七
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　西
田
謙
司
　
　
　
　亡
父
　一
美
　
　
　
　
　
　  

（
八
五
）

▽
新
町
一
丁
目
　
　
　
　
　
　稲
田
弘
子
　
　
　
　亡
夫
　義
春
　
　
　
　
　  

（
一
〇
一
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　元
田
賀
津
子
　
　
　亡
母
　松
永
ア
ツ
子
　
　
　  

（
九
二
）

▽
新
小
路
町
　
　
　
　
　
　
　坂
田
久
美
子
　
　
　亡
子
　信
　
　
　
　
　
　
　  

（
五
七
）

▽
栗
崎
町
　
　
　
　
　
　
　
　松
永
比
呂
美
　
　
　亡
母
　岩
崎
淹
子
　
　
　
　  

（
八
七
）

▽
椿
原
町
　
　
　
　
　
　
　
　齊
藤
敏
行
　
　
　
　亡
妻
　マ
サ
子
　
　
　
　
　  

（
八
五
）

▽
上
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　田
中
さ
な
え
　
　
　亡
夫
　好
彦
　
　
　
　
　
　  

（
六
二
）

▽
松
原
町
　
　
　
　
　
　
　
　山
本
美
樹
　
　
　
　亡
夫
　勝
英
　
　
　
　
　
　  

（
六
〇
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
　
　
　
　友
枝
洋
子
　
　
　
　亡
夫
　照
雄
　
　
　
　
　
　  

（
六
九
）

▽
築
籠
町
　
　
　
　
　
　
　
　澤
田
和
子
　
　
　
　亡
夫
　直
　
　
　
　
　
　
　  

（
八
九
）

▽
恵
塚
町
　
　
　
　
　
　
　
　嘉
藤
弘
美
　
　
　
　亡
母
　キ
ヌ
エ
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
赤
瀬
町
　
　
　
　
　
　
　
　前
田
敏
邦
　
　
　
　亡
姉
　律
子
　
　
　
　
　
　  

（
七
六
）

▽
戸
口
町
　
　
　
　
　
　
　
　石
堂
広
介
　
　
　
　亡
妻
　靖
子
　
　
　
　
　
　  

（
八
〇
）

▽
立
岡
町
　
　
　
　
　
　
　
　岡
部
弥
生
　
　
　
　亡
母
　貞
子
　
　
　
　
　
　  

（
九
一
）

▽
三
拾
町
　
　
　
　
　
　
　
　西
山
憲
彰
　
　
　
　亡
兄
　義
章
　
　
　
　
　
　  

（
八
八
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　千
原
文
治
　
　
　
　亡
母
　和
恵
　
　
　
　
　
　  

（
九
七
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　石
本
ス
マ
子
　
　
　亡
母
　マ
サ
ヨ
　
　
　
　
　  

（
九
一
）

▽
定
府
町
　
　
　
　
　
　
　
　村
田
光
明
　
　
　
　亡
妻
　マ
サ
子
　
　
　
　
　  

（
八
三
）

　令和6年10月から12月にかけて、宇土中高生が
台湾を3回訪問しました。
　10月には中1から高2の5学年15人の異年齢チー
ムが台北を中心に冒険の旅。故宮博物院で中国歴
代皇帝の秘宝にうっとり、台湾の高校生と一緒に
小籠包ランチやタピオカミルクティー作りで一気
に仲良し、大学のビジネスの講義を英語で受講、ド

キドキ、わくわくの自由行動。生徒は、「台湾の人と
友達になり、連絡先まで交換できて、とても嬉し
かった。」「国内の旅行と違って言語の壁や文化の
違いなどがあったけど、楽しめてよかった。」と感想
を述べています。旅は人を成長させると実感。
　11月には台北で行われた国際先端科学技術学
生会議に高2の2人が参加し、英語発表、12月には
台中のサイエンスパークにある国立中科実験高級
中学で高2の10人が課題研究を英語で発表。生徒
宅にホームステイをして交流を深めました。
　また、宇土市にルーツを
持つ、湯徳章氏ゆかりの
地、台南市政府などが主
催する台南400年記念日
台教育交流研修に校長が
参加しました。今後は、台
南市の子どもたちとの交
流実現を目指したいと考
えています。

問宇土中学校・宇土高等学校 ☎(22)0043

熱烈歓迎された開南大学訪問
台湾の高校生と一緒に
タピオカミルクティー作り

宇土中高の今 ～創造・挑戦・感動～

台湾と宇土、正義と勇気の旅を！
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